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分離前綴り mーが示す

「開始」の意味について

吉村創

現代ドイツ語における分離前綴り an-<1＞は，一つの統ーした意味ではそ

の用法の全体を説明できない，多義的な前綴りである。前綴り an－の示す

多様な意味を分類する際，通例次の三つの基本的な意味に基づいて分類き

れる（2）。

(1) In dem Auto saB ein Herr, der einen spinnwebfarbenen Anzug 

呈出坐笠， einen grauen steifen Hut auf dem Kopf trug und eine kleine 

graue Zigarre rauchte. (Ende S. 90 1. 1-4) 

「車の中に一人の男が座っていたが，彼はクモの巣の色をしたスーツを

着，灰色の堅い帽子を頭にかぶり，小さな灰色の葉巻を吸っていた。」

(2) Wenn Sophie merkte, daB ich sie ansah, wandte sie sich mir zu und 

Uichelte mich an. (Schlink S. 65 1. 28-30) 

「Sophie は僕が見ているのに気付くと，僕の方を向いて，僕にほほ笑み

かけた。」

(3) Grumpeter E堕 ein Gespr:tch mit Meeser 豆旦， (Btnl S. 996 1. 5-6) 

「Grumpeter は Meeser と会話を始めた。 J

文例（1）において，基礎動詞 haben は「持っているj という所有の意味

を表すが，前綴り anーが付加されて an一haben という複合動詞になると，
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単なる所有ではなく，身体に「接触」した状態での所有，すなわち着衣状

態を表す。また，文例（2）における an-Hicheln の場合，基礎動詞 lacheln

は「ほほ笑むJ という行為を特に方向性を示きずに表す自動詞であるが，
前綴り anーの付加によって行為の受け手を表す語を対格補足語として要求

する他動詞となり，行為者の行為の受け手への「（心理的）接近J という

意味が生じる。この「接触J と「接近」という二つの意味は前綴り anーの

示す基本的な空間的意味であり，同語源である前置詞 an の示す基本的な

意味である「表面との接触」の意味にも合致する。

文例（3）の an-fangen も，基礎動詞 fangen の表す「つかむ」という行為

の方向性が前綴り anーによって際立たせられ，対格補足語 Gesprach 「会

話」が表す対象へ「つかみかかる J という空間的な「接近」の意味を示す

と解釈することは，比喰としては可能で、ある。しかし， an-fangen が示す

意味は空間的なものに限られず，対格補足語の表す内容を「開始」すると

いう時間的な意味にまで拡張されている。このような「開始」の意味は，

「接触」「接近」の意味と並んで、前綴り anーの示す三つ目の基本的な意味で

あると考えられる。しかし，前綴り an－の示す「開始」の意味と一口に言

ってもその様相はきまざまであり，文例（3）の an-fangen のように空間的

な意味を基礎とするのではないものも多く存在する。本論では一般に「開

始」の意味を示す an 動詞（3）として分類されるそれぞれの動詞が，実際ど

のような性質を有するのか，分析する。

ところで， an 動詞のみならず一般に「開始」の意味について論じる際，

いわゆる Aktionsart の一分類である Inchoativ という概念について言及

きれることが多い。 Aktionsart は本来スラヴ諸語の動詞変化形の形態

論・意味論的な分析に適用された概念であり円現代ドイツ語の分析にこ

の概念を応用する際の統ーした定義はいまだ確定していないのだが，およ

そ次のように考えられる。すなわち Aktionsart とは「動詞によって表現

きれる出来事を特定の仕方で特徴付ける，動詞の意味論的なカテゴリ

ー」（5）のことであり，ある動詞が出来事の「開始」や「完結J といった時

間的段階を表すのか，そのような時間的限定のない「継続J 的な出来事を
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表現するのかといった時間的な分類や，またある動詞が出来事を「反復」

する現象として表現するのか，その出来事の遂行される程度が「強度」あ

るいは「軽度J であるという観点から表現するのかといった内容的な分類

が提唱されている。 Inchoativ とは「ある出来事の開始の段階，ある現象

の始まり，ある状態の発生J<6）という時間的な分類の一つであり，この点

で「開始」を表す動詞表現を研究する際に考慮にいれるべき概念であ

る（7）。

しかし，「開始」の意味を示す an 動詞を対象とした諸研究において，

この Inchoativ の概念に対してはさまざまな位置付けがなされている。例

えば Okamoto (1998）は「開始J の意味を示す an 動詞を一括して In­

choativ の標題の下にまとめている仰が， Storch (1978）はそれらの an

動詞を同じく Inchoativ の概念で説明するものの，その概念が一様なもの

ではないと考え，いくつかの下位区分を設定する（9）。また Weisgerber

(1958）は an 動詞の示す「開始」の意味を Inchoativ の概念とは異なるも

のと考え，“in Gang，，という標題の下にこれらの an 動詞を分類する（問。

このように， an 動詞の示す「開始」の意味と Inchoativ としての「開始」

の概念との関係については，まだ統ーした見解が示されていないのが現状

である。果たして両者の関係はどのよっに考えられるべきなのか。 an 動

詞の示す「開始」の意味を説明するのに， Inchoativ の概念は適当である

のかどうか。この疑問に答えるために，本論では現代ドイツ語によって書

かれたテキストから集めた an 動詞の文例（11）と，それぞれの an 動詞に対

する辞書記述（12）をもとに，各々の an 動詞を「開始J きれる内容がどの言

語要素によって表現きれるかにより分類し，その諸特徴を考察する。

1. 「開始」される行為・状態を基礎動詞が表す an 動詞

この分類に属する an動詞は，基礎動詞が表す行為・状態の「開始J の

段階に叙述の焦点を当てる。次の文例を検討する。

(4) Die Bahn hielt .... Als ich ausstieg, war mir, als sahen sie mir lachend 
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zu. Aber ich war nicht sicher. Dann 色註 die Bahn 豆旦，（Schlink S. 46 

1. 21-24) 

「列車は停止した。……私が降りたとき，私には彼らが私の方を笑いな

がら見るような気がした。しかし私は確信がもてなかった。そして列車

は動き出した。 J

(5) Der V orfUhrer hatte den Film bereits anlaufen lassen, als wir an der 

Kasse standen. (Hein S. 138 1. 9-10) 

「私たちがチケット売り場に並んでいるのに，映写技師はすでに映画を

上映し始めていた。」

文例（4）では，基礎動詞 fahren が「（乗り物が）動く J という行為をその

「開始」や「完結」といった時間的段階を考慮せずに表現するのに対し，

an-fahren はその行為の「開始」の段階に叙述の焦点を当てて「（乗り物

が）動き始める」という意味を表現する（問。また文例（5）における an­

laufen は，基礎動詞 laufen の表す「（映画が）上映中であるJ という状態

の「開始」の段階に注目して「（映画が）上映を始める」という意味を表

現する（川。これらの an 動詞は，前綴り anーの付加により基礎動詞の表す

「出来事の開始の段階」に叙述の焦点が当たるという点で， Inchoativ の

概念に適合する。このように， Inchoativ の概念で説明きれる an 動詞に

は他に， an-drucken 「印刷を始める」（同an-galoppieren 「ギャロップで走

り始める J an-rollen 「転がり始める J an-saugen 「吸い始める J an-

schimmeln 「かびが生え始める J an-singen 「（一緒に歌を）歌い始めるJ

an-traben 「だく足で走り始める J an-ziehen 「（馬車・列車などが）動き

始める」等が考えられる（16）。

次の文例における an動詞弘前綴り an－が基礎動詞の表す行為・状態

の「開始」の段階に叙述の焦点を当てて表現する例であると解釈できる

が，前述の an 動詞とはいくらか異なる様相を示す。
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(6) So wird auch im Katalog des Versands einger:tumt, dass die Blech・

kannen aus SUdasien innen etwas angerostet sind (Sp. 45 S. 167 ur. 7-

10) 

「それで通信販売カタログにも次のことを認める記載がある，南アジア

製のブリキポットは中がいくらか錆ぴかけていると。J

(7) Ein spitzer Ast spieBte dann die angekohlte und krustig geplatzte 

Knolle, (Grass S. 11 1. 32-33) 

「とがった枝が，少し焦がされた，皮つきの裂けたじゃがいもに突き刺

された。 J

文例（6）における an-rosten は，基礎動詞 rosten の表す「錆ぴ（てい）

る」という現象の「開始J の段階に叙述の焦点を当て，「錆び始める」と

いう意味を表現する。その限りにおいてはこの an 動詞も Inchoativ の概

念で説明きれ得る。しかし辞書の an-rosten の項目には，例えば Duden

では，，zu rosten beginnen“という意味説明と並んで，，ein wenig rostig 

werden“という記述がなされている。 rosten 「錆び（てい）る」という

現象は，「錆び始める」という「開始J の段階から「すっかり錆ぴる」と

いう「完結J の段階までを進行していくものと想定きれるが，この「開

始J の段階とは，現象がまだそれ程進行していない段階，すなわち現象が

「部分」的にしか進行していない段階であるとも考えられる(1九よって，

「開始J の意味を示す an 動詞から，基礎動詞の表す行為・状態が「部分」

的にしか進行していないという含意が生じ， an-rosten が「少し錆びるJ

という意味を表すこととなる。また，前置詞 an の示す「表面との接触」

という意味も，行為・状態の表面的な進行という意味で， an 動詞の示す

「部分」の意味に影響を及ぼしてもいよう。

an-rosten のように，基礎動詞の表す行為・状態の「開始」の段階を表

現する意味に加えて，その行為・状態がまだ「部分J 的にしか進行してい

ないという意味をも表現する an 動詞で，辞書記述においても「開始J
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「部分」両方の意味記述が記載されている例としては他に， an-blasen

「吹奏し始める；最初の音を吹奏する J an-bremsen 「ブレーキをかけ始め

る；ちょっとプレーキを踏むJ an-brilten 「（解化するために卵を）抱き

始める；少し抱く J an-dauen 「消化し始める；部分的に消化する J anｭ

diskutieren 「論じ始める；少し論じる J an-faulen 「腐り始める；腐りか

ける j<15> an-fressen 「（かじって）崩壊きせ始める；一部をかじる J anｭ

glilhen 「赤熱し始める；少し赤熱させるJ an-hauen 「（木を）切り始め

る；少し切る J an-knabbern 「かじり始める；ちょっとかじるJ an-lesen 

「（本を）読み始める；最初の数ページを読む」 an一nagen 「かじり始め

る；ちょっとかじるJ an-rauchen 「（たばこを）吸い始める；ー吸いす

る J an-snuern 「酸っぱくなり始める；少し酸っばくする J an-tauen 

「（雪などの）表面が解け始める；短時間解凍するJ an-trinken 「飲み始め

る；少し飲むj an-trocknen 「乾き始める；少し乾く」等が存在する｛問。

文例（7）における an-kohlen も，基礎動詞 kohlen の表す「炭化させる」

という行為の「開始」の段階に前綴り anーが焦点を当てると同時に，その

行為の「部分J 的な進行をも表現するが，ここではその行為が継続される

ことは前提とされていない。むしろ，その行為を「開始J の段階で中断す

る，すなわち「軽度に炭化させるJ という意味を表している。このような

an 動詞には他に， an-backen 「（ケーキなどを）軽〈焼く J an -bl:ittern 

「ざっと流し読みする」 an-braten 「（肉などを）軽く焼く J an-braunen 

「薄茶色になる・するJ an-farben 「少し色をつけるJ . an-feuchten 「軽く

湿らせる J an-frieren 「凍りかける J an-heben 「少し持ち上げるJ anｭ

kippen 「ちょっと傾けるJ an-kochen 「短時間煮る・ゆでる J an-rtiuｭ

chem 「少しいぶすJ an-rauen 「表面を少しぎらぎらにする J an-rδst en 

「少し焦がすJ an-sagen 「切り込みをつける」 an-schleifen 「少し研ぐJ

an -schmoren 「軽く煮るJ an -schmutzen 「少し汚れをつけるJ anｭ

schubsen 「軽く押す」 an-schwitzen 「油で軽く妙める J an-sengen 「少

し焦がすJ an-spielen 「いくつか音を演奏するJ an-warmen 「少し温め

る j 等が考えられる。これらの an 動詞は，辞書記述においても「部分J

(58) 



の意味しか記載されておらず， Inchoativ の概念による「開始」の意味を

基礎としながらも，同じ Aktionsart の分類によると，出来事の遂行され

る程度が「軽度」であることを表す Deminutiv の概念をも想起させる。

さらに次の文例に現れる an 動詞は，むしろ Deminutiv の概念で説明す

る方が適当であると思われる。

(8) Er stieB mich mit der Schuhspitze an : (Hein S. 77 1. 25) 

「彼は私を靴の先で突いた。 J

(9) Wie der Arzt, um zu prlifen, ob es abgestorben ist, ein Glied 豆旦笠包註，

so stech ich mein Gedachtnis an. (Wolf S. 230 1. 21-23) 

「医者が，壊死しているかを確かめるために四肢をちょっと刺してみる

ように，私は自分の記憶をー刺しする。 J

文例（8）の an-stoBen は，基礎動詞 stoBen が表す「突く J という行為を

「部分j 的な程度，すなわち「軽度」に遂行するという意味を表す an 動

詞であり，人を小突く，ビリヤードの球をキューで、突く，乾杯のためグラ

スを合わせる，のような「軽く突く J という意味で用いられる。この an

動詞が行為の「開始」の段階を表現する，と解釈するのは無理があるよう

に思われる。なぜなら基礎動詞 stoBen は瞬間的な行為を表し，その行為

に「開始」ゃ「完結J といった時間的段階を読み込むことは困難だからで

ある。文例（9）における an-stechen も同様に，基礎動詞 stechen が「刺す」

という瞬間的な，時間的段階を想定し難い行為を表現し，前綴り anーの付

加によってその行為を「軽度」に行うという意味が生じている。これらの

an 動詞はもはや「開始j の意味を基礎にするとは考え難く， Deminutiv

の概念で説明する方が適当である。このような an 動詞には他に， an-bre­

ch en 「ひぴ入らせる J an-knacksen 「（ぽきっと音をたてて）少し折るJ

an-lecken 「（切手などを湿らすために）ちょっとなめるJ an-pieken 「軽

くちくっと刺す」＜20> an-ritzen 「小さなひっかき傷を付ける J an-streifen 
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「軽〈触れる J an-tippen 「軽〈触れる J an-tupfen 「軽くたたく」等が挙

げられる（2九

以上，「開始j きれる行為・状態が基礎動詞によって表される an 動調

について考察したが，これらの an 動詞が，行為・状態の「開始」の段階

を表す Inchoativ の概念で説明できるものから，その行為・状態の「部

分」的な進行を表すもの，きらに「部分」的な程度を表す Deminutiv の

概念で説明きれるものへとつながることを確認した。しかもこれらの an

動詞の諸用法のつながりは連続的なものであると考えられる。例えば，文

例（6）の an-rosten と文例（7）の an-kohlen に代表きれる諸例の間には「部

分」の意味を示す度合いに差があると論じ，主に辞書記述に頼って分類を

試みたが，それぞれの an 動詞が含む「部分J の意味の程度は，実際は文

脈によって様々であり，辞書記述の恋意性をも感じきせる。また，文例（8)

の an-stoBen 等， Deminutiv の概念で説明すべき an 動詞に「開始」の意

味が全く読み取れないかどフか，詳しい考察を要する。よって，諸用法の

聞に明瞭な境界線を引くことは困難で、あり， an 動詞の示す「開始」の意

味は，「部分」の意味と連続的につながっていると考えるのが自然であ

る（22）。

2. 「開始」される対象を補足語（Erganzung）が表す an 動詞

この分類に属する an 動詞としては，序節の文例（3）における an-fangen

の他に，次の文例が挙げられる。

(10) die neue Zeit brach an, (BcHI S. 1034 I. 33) 

「新しい時代が始まった。J

(ll)Am nachsten Tag trat er seine Arbeit bei Madame Arnulfi an. 

(SUskind S. 220 I. 32-S. 221 I. 2) 

「次の日彼は Madame Arnulfi のもとで仕事を始めた。J

(60) -309-



(12)Gerhard Schroder mochte das heikle Thema bislang nicht anpacken. 

(Sp. 41 S. 130 r. 16-17) 

「Gerhard Schroder はこの扱いにくいテーマに今まで手をつけたくな

かった。」

文例（3）の an-fangen がとる対格補足語 Gesprach 「会話J，文例仰の an­

brechen がとる主格補足語 Zeit 「時代J 及び文例（11）の an-treten がとる対

格補足語 Arbeit 「仕事」は，いずれもその「開始」や「完結J といった

時間的な段階を想定できる，いわば時間の幅をもっ内容を表す語である。

そして，それぞれの an 動詞はこれらの補足語が表す内容の「開始j の段

階に叙述の焦点を当てることにより，補足語の表す内容を「始めるJ とい

う意味を表現する。このような意味を示す an 動詞のうち， an-brechen

は時を表す主格補足語（Tag 「日」 Nacht 「夜J など）をとり，その「開

始J の段階を表現する。また， an-heben は時を表す語の他に，音や声を

発する行為を表す語（Gesang 「歌曲」 Gesprach 「会話」など）を主格も

しくは対格補足語としてとり，その「開始」の段階を表現する。 an­

tr et en は「仕事」を意味する語（Arbeit, Amt, Dienst など）等を対格補

足語とし，その「開始J の段階を表現する。また， an-fangen と an­

gehen については，その王格及び対格補足語の表す内容は様々であ

る（23）。

ただし，文例（12）の an-packen がとる対格補足語 Thema 「テーマ」は，

時間的な幅をもっ内容を表きない。しかしこの an 動詞をこの分類に含め

るのは， an-packen が補足語の表す内容に「着手するJ という意味を表

し，その後に続く行為の「開始」の段階に叙述の焦点を当てると解釈でき

るからである。この an 動詞は，文例（3）の an-fangen にも窺えるように，

基礎動詞 packen の表す「つかむj という行為が，対格補足語の表す対象

に向けて遂行きれる「接近J の意味が読み取れる an 動詞である。類例と

して an-fassen, an-greifen 等もこのような性質を有し， Problem 「問題」

や Aufgabe 「課題」といった語を対格補足語にとり，その内容に「着手
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するJ という意味を表す。これらの an 動詞は「開始」の意味を示す an

動詞と空間的な「接近」の意味を示す an 動詞の中間に位置する動詞と考

えられ，両者の連続的なつながりを想定できるかもしれない。しかし，こ

の空間的な意味はあくまで比轍的に解釈する場合に成立するものであり，

更なる考察を必要とする。

いずれにせよ，これらの an 動詞は補足語の表す内容の「開始」の段階

に叙述の焦点を当てる，または補足語の表す内容に「着手J して，行為を

「開始」する段階に焦点を当てるという点で， Inchoativ の概念で説明す

べき an 動詞と見なされる。これらの an 動詞は，通時的な観点からはと

もかく，現代ドイツ語においては前綴り anーと基礎動詞それぞれの意味役

割を区別して解釈することが困難で、あり， an 動詞全体で「開始J の意味

を表現すると考えられる。

しかし，補足語の表す内容の「開始」を表現する an 動詞の中にも，前

綴り anーと基礎動詞のぞれぞれの意味役割を認められるものが存在する。

例えば an-pfeifen は， Spiel 「試合j 等の語を対格補足語にとり，その

「開始」の段階に叙述の焦点を当てて「（試合を）開始するJ という意味を

表すが，基礎動詞 pfeifen の表す「笛を吹く」という行為は，試合が「開

始j きれる合図となる手段を表す。すなわち an-pfeifen の意味を詳しく

述べると「笛を吹いて（試合を）開始させるJ となる。このように基礎動

詞が「開始」に至る手段となる行為を表す an 動詞には他に， an-blasen

「楽器を吹いて開始を告げる J an -ltiuten 「鐘で開始を知らせるJ anｭ

stoBen 「キックオフする」 an-wer台n 「初球を投げる」等が挙げられ，

Jagd 「狩り j や Spiel 「試合J などの語を対格補足語にとり，その内容の

「開始J の段階を表現する。また， an-ziehen 「（チェスで）初手をきす」

や， an-geben 「（トランプで）初めの札を出すJ an-spielen 「（試合を）

開始する」等も同様に解釈される（判。

次の文例のような「機器の始動」を表す an 動詞も，基礎動詞が「開

始j に至る手段を表すものである。
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（日mer Lehrer 生生笠 das Licht 包 (Jenny S. 87 1. 4) 

「教師は明かりをつけたJ

(H)Herger 主豆医E eilends den F ernseher 豆旦 und vernimmt zu seinem 

Erstaunen, dass die Tore in der Mauer weit offen stehen. (Sp. 45 

S. 94 r. 10-12) 

「Herger は急いでテレビをつける。すると彼が驚いたことに，（ベルリ

ンの）壁の門は広〈聞いているのだ。」

文例（13）における an-drehen は，基礎動詞 drehen の表す「回すJ という

行為によって，対格補足語 Licht 「明かり J という機器を始動させる，す

なわち「明かりをつけるJ という意味を表現する。この an 動詞は対格補

足語が表す「機器の始動」を意味し，その際基礎動詞の表す行為は「機器

の始動」を引き起こす手段となる。文例（14)における an-knipsen も，基礎

動詞 knipsen の表す「スイッチをぱちっと入れる」という行為がヲ｜き金

となって，対格補足語 Fernseher 「テレビ」という「機器の始動」を引き

起こす，という意味を表す。他にも， an-drticken 「（ボタンを）押して始

動させるJ an-kurbeln 「ハンドルを回して始動させるJ an-reiBen 「（エ

ンジンを）牽引装置で始動させる J an-schalten 「スイッチを入れて始動

させるJ an -treten 「踏んで始動させる」等の an 動詞が， Licht や

Lampe のような「明かり」を意味する語， Fernseher 「テレビ」 Radio

「ラジオ」または Motor 「エンジン」のような機器を意味する語を対格補

足語としてとり，それらの「機器の始動J を表現する。また， an-treiben

は「推進する，駆動する」という意味を表し，対格補足語に Turbine 「タ

ービンJ や Pumpe 「ポンプ」等の語をとるが，これも「機器の始動J を

表す an 動詞と見なすことができる。これら「機器の始動」を表す an 動

詞は，機器が作動する「開始」の段階に叙述の焦点を当てるという点にお

いて， Inchoativ の概念で説明するのがふさわしいと考えられる（問。

しかし，同じ「機器の始動」を表す an 動調の中にも，次の文例に見ら
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れるように，基礎動詞の担う意味役割が明瞭でないものも存在する。

(15)lch frage sie, ob das hier eines von Vitos Unternehmen ist, aber sie 

zuckt nur gleichgtiltig mit den Schultern und l~Bt den Motor an. 

(Jenny S. 66 I. 29-31) 

「私は，これは Vito の事業の一つなのかと彼女に尋ねるが，彼女はた

だどうでもいいように肩をそびやかし，エンジンをかける。」

(16)Die Tur zum KellergeschoB stand auf, das Kellerlicht war an, 

(Schlink S. 24 I. 17-18) 

「地階へ続く扉は開いており，地下室の明かりはともっていた。J

文例（15）における an-lassen は，対格補足語 Motor 「エンジンJ という

「機器の始動J を意味する an 動詞であるが，基礎動詞 Iassen はその手段

を表きない。同様の例に an-gehen, an-stellen 等が存在するが，これらの

an 動詞において基礎動詞の担う意味役割は唆味であり，前綴り anーの示

す「開始」の意味のみが明瞭となる。このように，基礎動詞の意味役割が

稀薄になり，前綴り an－に「開始j の意味が集中した結果，文例（16）のよう

に副詞の an が「開始」を表す語として独立して成立することとなる。

また，「機器の始動J を表す an 動詞には，次のような例も存在する。

（問Hanna hatte den Badeofen angemacht. (Schlink S. 77 I. 9) 

「Hanna はふろ沸かし用ボイラーをつけていたのだ。J

文例（切における an-machen も「機器の始動j を表す an 動詞であるが，

対格補足語 Badeofen 「ふろ沸かし用ボイラー」の作動を「開始」させる

ために，「点火」という行為を行っていることが，他の例と異なるところ

である。この an 動詞は次の文例のような「点火」を意味する an 動詞と

のつながりを示す。
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(18)Dann blies er das Feuer an. (SUskind S. 124 1. 16) 

「それから彼は送風して火を起こした。J

(19)Franz setzte sich mit dem RUcken gegen die Wand und zilndete seine 

Pfeife an. (Maron S. 235 1. 12-13) 

「Franz は背を壁にもたせて座り，パイプに火をつけた。」

文例（18）における an-blasen は Feuer 「火J という対格補足語をとり，

「火をつける」という意味を表す。この an 動詞は，基礎動調 blasen の表

す「送風する」という行為を「点火」に至る手段とする。このような an

動詞には他に， an-fachen 「（火を）吹き起こすJ an-schilren 「（火を）か

き起こすJ an-streichen 「（マッチを）すって火をつけるJ 等が存在する。

また，文例（19）における an-zilnden は Pfeife 「パイプ」という対格補足語

をとり，その対象に「点火j するという意味を表す｛問。これらの an 動詞

は対格補足語として「火」または「火をつけられるものJ を表す語をと

り，対象が「点火」きれることを表現する。よって，これらの an 動詞は

もはや「開始」の意味を示すとは解釈できないが，「機器の始動」を表す

an 動詞と連続的なつながりをもっと考えられる。それは文例仰の an-ma­

ch en や， an-blasen, an-gehen, an-schilren 等， Ofen 「ストープ」や Hei­

zung 「暖房J 等を「点火」することによって，その「機器の始動」を引

き起こすという意味を表す an動詞の存在によって確認される。また， an­

gehen や an-machen 等「機器の始動j と「点火」の両方の用法を示す an

動詞の存在からも両者のつながりを推測できる（27）。これらの an 動詞の存

在により，「開始」「点火j 両用法の問に明瞭な境界線を引くことは困難と

言えるであろう。

したがって，本節で検討した an 動調も， Inchoativ の概念で説明でき

る an 動詞から，「点火」というもはや「開始」の意味を示きない an 動詞

まで，意味的に連続したつながりを示すことが確認された側。
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3. an 動詞の示す「開始」の意味と Inchoativ の概念

前節までの分析で，「開始」の意味を示す an 動詞は，「部分J あるいは

「点火J の意味を示す an 動詞と連続的なつながりを示すことが確認され

た。よって， an 動詞の示す「開始」の意味と Inchoativ の概念との関係

を次のように捉えることが適切であると考えられる。すなわち，「開始」

の意味を示す an 動詞の中には， Inchoativ の概念で説明できるものが存

在する。しかし，「開始」の意味を示す an 動詞が，そのすべての例に共

通する意味要素として Inchoativ 的な意味を示すとは言い難い。なぜなら

本論で検討した an 動詞の中には「部分J や「点火J といった，「開始」

以外の意味をより明瞭に示す例も存在するからである。だが， Inchoativ

的な意味をもっ an 動詞だけを，そうではない an 動詞から区別すること

も不可能である。なぜなら「開始」の意味を示す an 動詞と「部分J や

「点火J の意味を示す an 動詞との聞には連続的なつながりが認められ，

それぞれの間に恋意的な境界線を引くことができないからである。

そもそも「開始」の意味を示す an動詞をひとまとめにして，それが

Inchoativ の標題のもとに括れるか否か，という二者択一的な選択をする

必要があるのだろうか。そうではなく， an 動詞の示す「開始J の意味の

中心に，「ある出来事の開始の段階」という Inchoativ の概念を設定し，

その周辺に「部分」及び「点火」の意味を示す an 動詞を，それらの意味

が現れる程度に応じ段階的かつ連続的に位置付ければ，その方が自然な説

明とはならないだろうか。このような見方をすれば，動詞の表す行為・状

態に対する理論的な分類法である Aktionsart の観点から設定きれたトッ

プダウン的な Inchoativ の概念と， an 動詞といフ現代ドイツ語における

言語要素の一例として，実際の自然言語のー要素が示すボトムアップ的な

「開始J の意味とが結び、合った，「開始」の意味についてのより深い考察が

可能になると思われる。ちなみに，「開始j の意味を示す an 動詞を，他

の意味を示す an動詞との連続的なつながりの中で説明する方法は，

Taylor (1995）で提唱された「意味連鎖」（meaning chains）の考え方に
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も通じるところがあると考えられ，詳しい検討が必要である問。

本論では，現代ドイツ語における「開始J の意味を示す an 動調を考察

の対象に選ぴ，その諸性質を分析した。しかし，現代ドイツ語において

「開始J の意味を示す言語要素は， an 動詞の他にも多数存在し，「開始」

の意味を示す言語要素が全体として示す性質を明らかにするには，それら

の言語要素の一つ一つを詳しく分析し，調査することが必要で、ある。今後

の課題としたい（30）。

注

( 1 ) 本論では「分離前綴り j という語を，従来の文法記述における trenn­

bare V orsilbe の意味で，すなわちある複合動詞が定動詞として用いら

れる場合，定動詞前置文や正置文において語基（Grundwort）となる

基礎動調と語規定（Bestimmungswort）となる前綴りが分離して現れ

る，その前綴りの意味で用いており，これらの前綴りが実際に「前綴

り（Vorsilbe）」としての性質を有するかどうかという問題は留保す

る。また，本論では繁雑きを避けるため，以降では分離前綴り anーを
単に「前綴り an－」とよぶ。

( 2) Weisgerber, Leo: Verschiebungen in der ゆrachlichen Einschiitzung 

von Menschen und ．おchen. K<:Hn 1958, S. 125-137 ; KUhnhold, Inｭ

geburg: Deutsche Wortbildung. Typen und Tendenzen in der 

Gegenwarts.ゆrache 1. Das Verb. Dilsseldorf 1973, S. 177-180 und S. 

281-282 ；岡本順治「AN－不変化詞動調に見られる部分的遂行の含意」

（ドイツ語の統語構造と意味構造のインターフェイスに関する通時論

的・共時論的研究平成 8 年度～平成10年度科学研究費補助金（基盤

研究（BXl））研究成果報告書） 1999, 19-25ページ。

( 3) 本論では，分離前綴り anーを伴う複合動詞のことを「an 動詞」とよ

J.:。

( 4 ) Frarn;ois, Jacques : Ak託onsαγt, Aspekt und Zeitkonstitution. In : 

Schwarze, Christoph und Wunderlich, Dieter: Handbuch der Lexiｭ

kologie. Konigstein 1985, S. 229-249, hier S. 229. 

( 5 ) Lewandowski, Theodor : Linguistisches Wδrterbuch. 3 Bde. 6. Aufl. 

Heidelberg 1994, 1. Bd. S. 37. 

( 6 ) Ebd., 2. Bd. S. 432. 

( 7 ) Inchoativ の定義についても統ーした見解がなしさまざまな定義が提
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inchoativen Verben im Deuおchen. Braunschweig 1978, S. 5-12参照。

( 8) Okamoto, Junji: AN-Verb Constructions in German in view of 

Comρositionality （筑波大学「東西言語文化の類型論J 特別プロジエク

ト研究報告書） 1998, pp. 56-57. 

( 9 ) Storch : a. a. 0., S. 96-104, S. 121-124 und S. 146-154. 

(10) Weisgerber: a. a. 0., S. 133f. 

(11) 使用したテキストは以下の通り。出典は著者名とページ数，行数で表

す。

BlHl, Heinrich : Billard um halb zehn. In : Heinrich Boll 砂乍rke.

Romane und Erzl/,hlungen 2. hrsg. von Bernd Balzer. Kt>ln 1977 （初

版は1959年）

Grass, Gunter : Die Blechtrommel. In : Gunter Graぉ時包rka.usgabe in 

zehn Bli,nden. Band 2. hrsg. von Volker Neuhaus. Darmstadt 

1987 （初版は1959年）

Ende, Michael: Momo. Stuttgart 1993 （初版は1973年）

Walser, Martin: Ein fliehendes Pferd. Frankfurt am Main 1978 

Hein, Christoph: Der fremde Freund. Berlin 1982 

Wolf, Christa: Kassandra. In: Christa Wolf i.-J伽ke 7. Milnchen 

2000 （初版は1983年）

Silskind, Patrick: Das Paψtm. Zurich 1985 

Ransmayr, Christoph: Die letzte Welt. Frankfurt am Main 1991 （初

版は1988年）

Schlink, Bernhard: Der Vorleser. Zurich 1995 

Maron, Monika: Animal triste. Frankfurt am Main 1996 

Jenny, Zo~ ： Das Blutenstaubzi"mmer. Frankfurt am Main 1997 

DER SPIEGEL : Das deutsche Nachrichten-Magazin. 1999 Nr. 37: 

1999 Nr. 41: 1999 Nr. 45: 1999 Nr. 49: 1999 Nr. 50 （この 5 冊は Sp. と

略記して，その後に号数を示す。また，ページ数の後の記号は欄と行

数を表し， 1, m, r, o, u はそれぞれ左，中，右，上，下の欄を，その後

の数字は行数を表す。）

(12) 参考にした辞書は以下の通り。参考にする an 動調は，同様の記述が三

(68) 

冊以上の辞書に記載きれているものに限る。よって本論は an 動詞の網

羅的な研究ではない。

Wo・rterbuch der deutschen Gegenwarおゆrache. 6 Bde. hrsg. von 

Klappenbach, Ruth und Steinitz, Wolfgang. Berlin 1968 (Gegenwart 

と略記）
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Brockha.us Wahrig. Deutsches Wlfrlerbuch. 6 Bde. hrsg. von W ahrig, 

Gerhard. Stuttgart 1980 (Wahrig と略記）

DUDEN. Das groBe WtJrterbuch der deutschen Sρrache. 10 Bde. 3 

Aufl. Mannheim 1999 (Duden と略記）

f独和大辞典j 第 2 版：コンパクト版（小学館） 2000 （独と略記）

(13) an-fahren は「開始j の意味の他にも，「衝突する」という「接触J の

意味や「近付く J という「接近J の意味を示す用例をもつが，本論は

それぞれの an 動詞の「開始J の意味を示す文例のみを考察の対象とす

る。

(14) an-laufen は Film 「映画」以外にも様々な語を主語とし，「走り始め

る」「（機械が）動き始める」「（事態が）始まるJ などの意味を表す。

(15) an-drucken は，基礎動調 drucken が他動調であるのに対して， an 動

調は自動調・他動詞両方の用法をもつ。しかし，本論は Inchoativ と

いう意味論的な概念と関連して an 動調を検討するため，このような統

語論的な問題については必要以上には立ち入らない。

(16) この他， an-schwingen 「（鉄棒で）体を振り始めるJ an-z~hlen 「（ボ

クシングでダウンした選手の）カウントをとり始めるj のように，基

礎動調が単独で用いられる場合と比べて an 動詞の意味が限定きれる例

も存在する。また， an-bahnen は本来「（新しい道を）開＜ J という

意味を表すのだが，もっぱら比喰的に用いられる。更に an-lauten

「（語が…の音で）始まる J an-schieBen 「試射する J もこの分類に属す

ると考えられる。

(17) an-rosten のような an動調は，岡本（1999 : a. a. 0.）や Stiebels, Barｭ

hara: Lexikalische Argumente und Adjunkte. Berlin 1996, S. 78-82に

おいて「部分的遂行J 及ぴ，，Partialmarkierung“を表す an 動調とし

て考察きれている。本論では，これらの研究にならって「部分J の用

語を用いる。ちなみに，「部分」の意味を示す an 動詞は過去分調の形

で，状態受動や付加語として用いられることが多い。

(18) an-faulen は，造語論的には形容詞から派生した an 動詞であるが，

faulen という基礎動調も存在するので，この分類に属するものと考え

る。後述する an-trocknen や an-w~rmen 等も同様である。

(19) 辞書記述からは判然としないが， an-(be) zahlen 「頭金を支払う J anｭ

g~ren 「発酵しかかるJ an-grauen 「白くなりかかるJ もこの分類に属

するものと考えられる。

(20) an-pieken はどの辞書にも記載きれておらず，前綴り anーが今なお生

産的な前綴りであることを示す例と言えよう（Sp. 45 S. 136 m.12）。

(21) これらの an 動詞の中には，基礎動詞そのものが Deminutiv 的な意味
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を示すものも存在し，詳察の必要がある。

(22) その他の例として， an-beiBen 「ひとくちかじる J an-brauchen 「使い

始めるJ an-schneiden 「最初の一片を切り取るj 等は，基礎動詞の表

す行為が「反復」して行われることを前提とし，その行為の「一回目J

を意味する an 動詞であり，これらも本節の分類に属すると考えられ

る。 an-paddeln, an-rudern, an-segeln, an-zelten 等「シーズンの開

始J を表す an 動詞も，同様に解釈できょう。

(23) この 2 語には， Strecke 「道のり J や Gebiet 「地帯」などの語を補足

語として，空間的に「開始j の位置を表現する用法もある。また an­

fang en には，前置調 mit に導かれる句や， zu 不定調句の表す内容の

「開始」を表現する用法も存在する。

(24) Storch : a. a. 0., S. 153によると，”Ulla spielt/ gibt an“に並行する表

現は”Das Spiel beginnt, w:thrend Ulla spielt/ gibt“である。

(25) an-schmeiBen, an-springen, an-werfen も「機器の始動」を表す an

動詞であるが，基礎動詞の受け持つ意味役割は明瞭でない。

(26) 類例に an-brennen, an-feuern, an-heizen が存在するが，これらは第

一節で検討した分類に属するとも考えられる。

(27) 通時論的にも「点火」を表す an 動詞から，技術の進歩により「機器の

始動」を表す an 動詞が発達したと考えられ，両者の用法の連続的なつ

ながりが感ぜられる。

(28) 「機器の始動」を表す an-kurbeln, an-treiben や「点火」を表す an-fa­

chen, an-heizen 等には，一般的に行為の「開始」を促すことを意味す

る用法もあり，そのつながりで an-spornen や an-stacheln など「駆

り立てる」という意味を示す an 動詞が「開始J を意味する an 動詞と

して分類されることもある。例えば Kilhnhold : a. a. 0., S. 282 を参照。

(29) Taylor, John: Linguistic Categorization. 2.ed. Oxford University 

Press 1995, p. 108. 

(30) この他，本論の枠組で分類できないが主要な an 動詞として， an-las-

(70) 

sen 「始まりの調子は…である J an-rucken 「（車両が）ゴトンと動き

出すJ an-stauben 「少しほこりがつく J an-stimmen 「歌い始める」

が挙げられる。
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